
 

 

令和元年度 第２回 日進市地球温暖化対策地域協議会 議事録 

 

●開催期間  令和２年３月１７日（火）～令和２年３月２７日（金） 

●会議方法  書面会議 

       新型コロナウィルス感染症の拡大予防対策のため、上記の期間に書面会議にて 

会議を実施しました。 

●参加委員  原理史（会長）、森下英治（副会長）、伊藤進、米森清紀、内藤正勝、廣田実 

高木伸治、岩元裕満、小林成昌、黒田純男、山本裕子、浅井弘視、出原伸平 

●事 務 局  牧智彦（市民生活部長）、加藤慎司（環境課長）、石川博之（環境課主幹）、片岡

麻里（環境政策・ＥＳＤ推進係 係長）、松田涼輔（環境課環境政策・ＥＳＤ推

進係主事） 

●傍 聴 者  書面会議のため傍聴者はいません。 

●内  容 

 

書面会議の成立について 

参加委員の確認 

１３名中１３名の参加。日進市地球温暖化対策地域協議会要綱第７条の成立要件を満たして

いることを確認 

 

議題１ 令和元年度事業計画事業報告について（資料１） 

   資料１のとおり 

 

議題２ 令和２年度事業計画（案）について（資料２、資料３） 

    資料２、資料３のとおり 

 

（委員からの意見） 

  別添のとおり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



意見
番号

意見書
番号

箇所 意見内容 回答

1 1
資料1のｐ.1（1）②環境講座
の実施

参加者の属性、リピート数などの集計は可能です
か。

参加者の年齢層やリピート数など、データのあるものは集計
できると考えています。今後、参考になるデータを取りまとめ
た際は、本協議会内において報告させていただきたいと考
えております。

2 1
資料1のｐ.2（1）③省エネ普
及促進（ア）エコライフに関す
る情報等の普及促進

「子どもの環境教育をきっかけとした家庭において
は省エネ行動につながるよう普及啓発事業を実施
した。」の文の意味がわかりにくい。

「子どもの環境教育に重点をおき、家庭における省エネ行動
につながるよう普及啓発事業を実施した。」に修正させてい
ただきます。

3 1

資料1のｐ.2（1）③省エネ普
及促進（イ）にっしんクール
シェア・ウォームシェアの実
施

１減３増だと結果２増とならないか。
該当箇所のデータについて「既存：１減　新規２増　結果１
増」に修正させていただきます。

4 1

資料1のｐ.3（1）③省エネ普
及促進（エ）地球温暖化対
策機器設置費補助事業の
実施

実施率（件数又は補助金の活用割合の様なもの）
はどのくらいでしょう。

補助金の活用割合は、ほぼ100％に近い数値になります。
最終的な補助件数等を含めた令和元年度日進市地球温暖
化対策地域協議会事業報告は、令和２年度の第１回目の会
議で報告させていただきます。

5 1
資料1のｐ.5（２）広報活動①
協議会の広報の「・市広報
（掲載済）」

11月号と2月号の違いについて、記述の違いだけ
であれば同じにした方が良い。

該当箇所のデータについて、「11月号：ウォームシェア（鍋
フェアの周知）、２月号：ウォームシェア（鍋フェアの結果）」に
修正させていただきます。

6 2
資料２の令和２年度日進市
地球温暖化対策地域協議
会事業計画（案）

ホームページ内の地球温暖化対策内の見える化
ラベルは当社も利用させて頂いております。もっと
ＰＲをした方が良いと思います。

今後も、見える化ラベルについてはホームページ等でPRし
ていきます。作成して５年以上経過するラベルになりますの
で、さらに普及啓発につながる啓発品を検討していきたいと
考えています。

7 3
資料２の令和２年度日進市
地球温暖化対策地域協議
会事業計画（案）　他

コロナ禍のただ中にありますので、事業推進にあ
たって、クールビズ、ウォームビズやコンテストは
見直しが必要です。その旨明示し適宜周知して下
さい。

「3　事業の内容」の冒頭部分にその旨を加えさせていただ
きます。

8 3 全般
プラごみ廃棄ルールとして燃やす物への分類が多
く、大気汚染とプラスチック回収、再生化にロスが
多いと感じます。

プラスチック包装以外のプラごみについては、リサイクルルー
トはないため、現時点ではリサイクルは難しい状況です。ま
ずは、ごみの減量につながる啓発の中で、プラスチックの使
用削減につながる啓発を進めたいと考えています。

9 4
資料２の令和２年度日進市
地球温暖化対策地域協議
会事業計画（案）

4.4ｔ/年　二酸化炭素削減効果が表れた事は日々
のコツコツの積み上げですね。今何が起こるかわ
からない時、今ある物を大切にすることを伝えてい
きたいです。大切な子ども達　若い世代と共に参
加して伝えて行きたいと思います。夏休みの期間
に子どもさん学生さんと共に今以上に参加してもら
える講座を皆様と考えたいです。

環境への負荷の少ない持続可能な社会を支える人づくりに
つながるよう、今後も委員さんからの意見をいただきなが
ら、工夫して市民向けのＥＳＤ普及啓発事業やにっしん省エ
ネ倶楽部事業など環境学習の機会を作りたいと考えていま
す。

10 5
資料２の令和２年度日進市
地球温暖化対策地域協議
会事業計画（案）

環境学習講座を積極、強力に推進してそれぞれの
立場での意識を一段と高める様、推進して貰いた
い。

市民、行政、事業者などそれぞれの立場において地球温暖
化対策に対する意識向上につながるよう啓発を進めていくと
ともに、環境学習講座においても積極的に啓発を進めたいと
考えています。

「令和元年度　第２回　日進市地球温暖化対策地域協議会」書面会議における意見に対する回答
■意見募集期間　令和２年３月1７日（火）から令和２年３月２７日（金）まで
■提出意見数　10件
■意見提案書　5件

 


